
文芸コーナー

スポーツ結果（敬称略）

日曜朝市お客様感謝サービス

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け

　

市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
29

年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
６

期
匝
瑳
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
」
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
介

護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
か

つ
一
体
的
に
提
供
す
る
た
め
、
ま

た
、
高
齢
化
社
会
を
共
に
支
え
合

う
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
指
針
と

な
る
も
の
で
、
３
年
に
１
回
策
定

し
ま
す
。
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、

高
齢
者
の
実
態
や
ニ
ー
ズ
、
地
域

課
題
な
ど
を
的
確
に
把
握
す
る
た

め
、
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
「
日
常
生
活

圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
介
護
予
防
事
業
対
象
者

の
把
握
も
兼
ね
た
調
査
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
班

☎
73
・
０
０
３
３

お
い
で
よ
房
総
学

飯
高
檀
林
が
テ
ー
マ

　

日
本
最
古
の
お
坊
さ
ん
の
大
学

「
飯
高
檀
林
」
を
テ
ー
マ
に
、
市

観
光
ガ
イ
ド
が
実
際
に
飯
高
檀
林

跡
を
案
内
し
な
が
ら
講
座
を
行
い

ま
す
。
受
講
を
希
望
す
る
人
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時…

３
月
22
日
（
土
）
13
時
30

分
〜
14
時
30
分　

会
場…

飯
高
檀

林
跡
（
13
時
５
分
に
八
日
市
場
駅

に
集
合
し
、
バ
ス
で
移
動
）　

講

師…

市
観
光
ガ
イ
ド
・
勝
又
康
之

氏　

募
集
人
数…

40
人

　

問
Ｊ
Ｒ
東
日
本
千
葉
支
社
営
業

部
販
売
☎
０
４
３
・
２
８
４
・
６

７
３
２
（
土
・
休
日
を
除
く
10
時

〜
12
時
30
分
、
13
時
30
分
〜
16

時
）

表　

彰
（
敬
称
略
）

表　

彰
（
敬
称
略
）

表　

彰
（
敬
称
略
）

◆
千
葉
県
国
民
健
康
保
険
等
功
労

者
表
彰

▽
千
葉
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
理
事
長
感
謝
状

林
　

眞

示
（
春
海
）

布

施
　

保
（
飯
高
）

押

尾

悦

子
（
今
泉
）

◆
産
業
廃
棄
物
関
係
事
業
功
労
者

表
彰
（
不
法
投
棄
監
視
員
の
部
）

▽
千
葉
県
環
境
生
活
部
長
感
謝
状

鈴

木

健

弘
（
堀
川
）

休館日…毎週月曜日
臨時休館日（システム入れ替え）…２月
27日（木）～３月４日（火）
祝日開館日…21日

　システム入れ替えに伴い、ホームページ
が一新します。５日（水）から使用できま
すので、ぜひご利用ください。
○休館期間中も、本・雑誌は返却ポストを
利用して返却することができます。
○臨時休館日のうち３日（月）を除き、学
習室は利用できます。

　毎週土曜日　14時から約30分間
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

　22日（土）10時30分～
問若林☎67－5965

３月のおはなし会（八日市場図書館）

ドリームキッズ（のさか図書館）

ホームページが新しくなります

図書館だより

短　　

歌

土
屋　

耕
一 

推
薦

俳　　

句

八
木　

佐
久
司 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

寄　付（２万円以上）

辻香織様より
（災害救護積立金として） …35,000円

日蓮宗千葉県東部宗務所様より
（災害救護積立金として） …50,000円

らーめん華小屋様より
（16周年イベントの売り上げ） …50,900円

●社会福祉協議会へ

年
賀
に
て
孫
ら
集
い
て
一
同
の
今
年
の
抱
負
に
席
も
り
あ
が
る　

 

八
日
市
場
イ　

川
手　
　

芳

冬
来
た
り
て
わ
が
庭
に
立
つ
霜
柱
子
ら
は
珍
ら
か
指
に
触
れ
つ
つ

 

飯
倉
台　
　
　

多
部
田
佐
智
子

う
つ
す
ら
と
雪
化
粧
し
た
朝
の
庭
陽
に
照
ら
さ
れ
て
淡
く
消
え
ゆ
く

 

堀　

川　
　
　

山
本　

伸
子

水
ぬ
る
む
池
の
ほ
と
り
の
猫
柳
銀
の
花
穂
に
朝
日
の
ま
ぶ
し　
　

 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

寒
さ
に
も
負
け
ず
一
叢
咲
き
さ
か
る
ア
ロ
エ
は
朱
色
の
花
を
か
か
げ
り

 

八
日
市
場
イ　

木
島　

仁
美

鮟
鱇
を
吊
し
切
り
す
る
若
者
は
大
音
響
の
ロ
ッ
ク
聴
き
ゐ
つ　
　

 

春　

海　
　
　

浜
野　

隆
志

會
う
こ
と
の
無
き
父
眠
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
娘
の
慰
霊
の
旅
こ
こ
ろ
切
な
し

 

高　

野　
　
　

土
屋　

静
枝

春
告
げ
て
庭
に
香
に
立
つ
蠟
梅
を
愛
で
た
り
き
媳
よ
逝
き
て
三
年
か

 

栢　

田　
　
　

小
川　

知
至

雪
降
り
し
朝
バ
イ
ク
の
音
の
し
て
配
達
の
新
聞
感
謝
し
読
み
ぬ　

 

野　

手　
　
　

大
木　

政
子

席
に
着
き
最
後
の
会
と
な
る
今
日
の
背
筋
伸
ば
し
て
カ
メ
ラ
に
向
か
ふ

 

野　

手　
　
　

伊
橋　

良
子

纏
ひ
た
る
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
の
裾
裏
に
母
の
名
い
ま
だ
薄
れ
ず
あ
り
ぬ

 

今　

泉　
　
　

稲
葉　

雪
子

早
春
の
砂
浜
に
波
這
ひ
あ
が
る 

八
日
市
場
ハ　

西
野　

棠
雨

春
浅
し
ご
つ
ん
ご
つ
ん
と
船
溜
り 

八
日
市
場
ハ　

大
川　
　

子

め
ず

ひ
と
む
ら

あ
ん
こ
う

こ

よ
め
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あ
て
先…

あ
て
先…

あ
て
先…

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

力
作

募
集
中

新
田
の
碑

飯
倉
新
田
を
歩
く

匝瑳

探訪
94

飯倉新田の成り立ちを記す新田の碑

　

市
内
に
は
飯
塚
新
田
、
内
山
新

田
、
金
原
新
田
な
ど
「
新
田
」
と

呼
ば
れ
る
集
落
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
。
現
在
の
大
字
は
、
１
５
９

１
年
に
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
着
手

さ
れ
た
「
天
正
検
地
」
に
よ
っ
て

村
域
が
定
ま
っ
た
江
戸
時
代
の
村

が
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
に

わ
ず
か
に
残
る
天
正
検
地
帳
か
ら
、

ほ
と
ん
ど
の
村
む
ら
が
こ
の
時
期
、

４
２
０
年
ほ
ど
前
の
１
５
９
０
年

代
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
低
湿
地
の
沼
池
な
ど
が
新

田
に
干
拓
さ
れ
、
人
家
が
で
き

「
新
田
集
落
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

飯
倉
新
田
は
、
１
基
の
石
碑
に

よ
っ
て
成
り
立
ち
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
現
在
飯
倉
新
田
集
会

場
の
立
つ
場
所
に
数
基
の
石
仏
や

石
碑
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
に
「
開
山　

良
無
居
士

霊
」
と
書
か
れ
た
石
碑
が
あ

り
ま
す
。
碑
の
左
右
両
面
に

刻
ま
れ
た
文
字
か
ら
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

周
辺
の
新
田
の
干
拓
が
進

み
、
幕
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た

代
官
の
小
林
半
兵
衛
に
よ
っ

て
検
地
が
行
わ
れ
１
６
９
３

年
３
月
に
屋
敷
割
、
つ
ま
り

民
家
の
敷
地
が
決
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
３
２

０
年
ほ
ど
前
に
飯
倉
新
田
集

落
が
誕
生
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

半
兵
衛
は
、
上
州
新
町
村

（
現
在
の
群
馬
県
桐
生
市
）

生
ま
れ
で
、
代
官
と
し
て
の

役
目
を
終
え
た
後
、
こ
の
地
で
出

家
し
僧
侶
と
な
り
修
善
院
と
い
う

寺
を
開
い
た
の
で
し
ょ
う
。
１
６

９
８
年
11
月
25
日
に
亡
く
な
り
、

三
十
三
回
忌
供
養
の
た
め
１
７
３

０
年
霜
月
（
11
月
）
に
「
施
主
新

田
中
」、
つ
ま
り
飯
倉
新
田
の
人
た

ち
が
施
主
と
な
っ
て
こ
の
石
碑
を

立
て
た
の
で
し
た
。

　

修
善
院
は
１
７
９
５
年
の
記
録

に
記
載
は
あ
る
も
の
の
、「
良
無

居
士
」
以
外
の
墓
石
が
見
当
た
ら

な
い
の
で
、
無
住
の
時
代
が
続
い

た
の
で
し
ょ
う
。

　

寺
跡
と
み
ら
れ
る
集
会
場
敷
地

内
に
あ
る
石
宮
な
ど
に
は
、「
飯

倉
村
新
田
」「
当
邑
新
田
中
」「
砂

子
」
な
ど
刻
ま
れ
、
集
落
が
一
体

で
活
動
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

明
治
３
（
１
８
７
０
）
年
飯
倉

新
田
の
人
た
ち
は
、「
家
族
残
ら

ず
、
永
世
神
葬
祭
つ
か
ま
つ
り
た

く
」
と
当
時
の
県
庁
に
「
神
葬
祭

願
い
」
を
提
出
し
、
同
７
年
に
亡

く
な
っ
た
人
を
神
葬
祭
で
埋
葬
し

た
そ
う
で
す
。

　

写
真
撮
影
の
た
め
集
会
場
に
行

き
ま
し
た
が
、「
新
田
の
碑
」
は
残

念
な
が
ら
倒
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
地
域
の
歩
み
を
伝
え
る
貴
重

な
石
碑
な
の
で
す
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

☎
73
・
０
０
８
０

お
お
あ
ざ

り
ょ
う
む　

こ　

じ

て
ん
し
ょ
う
け
ん　

ち

川　　

柳

髙
梨　

果
宝 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

待
春
の
息
を
ひ
そ
め
て
川
流
る 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

梅
日
和
天
守
さ
さ
え
る
野
面
積
み 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

秋
吉
台
野
焼
き
の
漢
風
を
読
み 

八
日
市
場
ロ　

高
安
せ
い
子

畦
焼
き
の
匂
ひ
の
消
え
ぬ
野
良
着
か
な 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

松
籟
と
湯
音
の
茶
室
春
は
じ
め 

春　

海　
　
　

浜
野　

隆
志

炎
が
風
を
風
が
炎
を
呼
び
野
火
走
る 

登　

戸　
　
　

伊
藤　

さ
く

登
校
児
寒
の
農
道
ま
っ
し
ぐ
ら 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

枯
草
の
足
に
や
さ
し
く
ま
つ
わ
れ
る 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

窓
々
を
開
け
て
初
日
を
招
じ
け
り 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

肝
胆
を
照
ら
し
飲
ん
で
る
美
味
い
酒 

八
日
市
場
イ　

鈴
木
十
世
志

招
か
れ
て
ど
れ
を
着
よ
う
か
披
露
宴 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

春
を
待
つ
友
へ
ウ
イ
ン
ク
蕗
の
薹 

長　

谷　
　
　

石
毛
惣
一
郎

ほ
ん
わ
か
と
梅
咲
き
か
お
り
春
間
近 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

全
快
で
退
院
す
る
と
言
う
知
ら
せ 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

受
話
器
取
る
耳
に
赤
子
の
呱
呱
の
声 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

世
界
中
朗
報
を
待
つ
ソ
チ
五
輪 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

血
と
汗
を
ソ
チ
で
示
し
た
心
技
体 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

大
寒
で
も
梅
一
輪
も
耐
え
て
い
る 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

＆

こん包の規格など（必ず守ってください）
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